
冨
田
竹
三
郎
先
生
の
略
歴
と
業
績

　
先
生
は
、
明
治
三
十
四
年
九
月
二
十
八
日
、
山
形
県
に
生
ま
れ

る
。
大
正
十
一
年
三
月
山
形
県
師
範
学
校
を
卒
業
し
、
一
年
間
山

形
市
高
等
小
学
校
訓
導
を
勤
め
る
。
昭
和
二
年
三
月
東
京
高
等
師

範
学
校
を
卒
業
し
、
同
年
三
月
愛
知
県
第
一
師
範
学
校
教
諭
と
な

る
。
そ
の
後
、
昭
和
八
年
四
月
東
京
文
理
科
大
学
教
育
学
科
に
入

学
し
て
昭
和
十
一
年
三
月
卒
業
し
、
同
年
五
月
東
京
文
理
科
大
学

助
手
と
な
る
。
昭
和
十
三
年
東
京
高
等
師
範
学
校
助
手
と
な
り
、

同
二
十
四
年
東
京
教
育
大
学
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
、
同
二
十

五
年
六
月
東
京
教
育
大
学
講
師
、
同
二
十
七
年
六
月
東
京
教
育
大

学
助
教
授
を
経
て
、
圓
二
十
四
年
六
月
東
京
教
育
大
学
教
授
と
な

る
。
昭
和
四
十
年
三
月
定
年
に
よ
り
退
官
す
る
が
、
同
年
四
月
国

学
院
大
学
教
授
と
な
る
。
昭
和
四
十
二
年
三
月
国
学
院
栃
木
短
期

大
学
の
創
設
に
参
画
し
て
同
大
学
教
授
と
な
り
、
同
五
十
一
年
三

月
定
年
に
よ
り
退
職
す
る
。
昭
和
六
十
三
年
五
月
四
日
老
衰
に
よ

り
死
亡
し
た
。

　
こ
の
間
、
先
生
は
、
永
年
に
わ
た
っ
て
教
育
学
の
教
育
と
研
究

に
努
め
る
と
と
も
に
、
東
京
教
育
大
学
在
職
中
ば
、
昭
和
三
十
二

年
よ
り
退
官
す
る
ま
で
大
学
院
教
育
学
研
究
科
を
兼
務
し
、
学
生

の
研
究
指
導
に
尽
力
し
た
。

　
先
生
は
、
特
に
、
教
育
学
研
究
に
基
づ
い
て
教
師
教
育
に
尽
力

し
、
す
ぐ
れ
た
多
く
の
教
師
を
養
成
す
る
こ
と
に
貢
献
し
た
。
愛

知
県
第
一
師
範
学
校
教
諭
の
時
に
は
、
六
年
間
に
わ
た
っ
て
教
師

教
育
の
仕
事
に
打
ち
込
み
、
　
「
躍
進
」
と
い
う
研
究
誌
を
創
刊
し

て
、
基
本
的
な
教
育
の
精
神
と
研
究
的
態
度
を
備
え
た
教
師
を
育

て
る
こ
と
に
努
力
し
、
そ
の
成
果
を
あ
げ
た
。
さ
ら
に
、
東
京
高

等
師
範
学
校
、
東
京
文
理
科
大
学
及
び
東
京
教
育
大
学
の
三
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀

の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
教
育
学
の
面
か
ら
教
師
教
育
に
熱
心
に
取

り
組
み
、
わ
が
国
の
教
育
界
を
指
導
す
る
人
材
の
育
成
に
寄
与
し

た
。
ま
た
図
書
館
職
員
養
成
所
の
講
師
も
長
い
間
兼
務
し
、
図
書

館
職
員
の
養
成
に
も
貢
献
し
た
。
東
京
教
育
大
学
大
学
院
教
育
学

研
究
科
に
お
い
て
は
、
教
育
方
法
学
の
研
究
指
導
に
努
め
、
そ
の

方
面
で
活
躍
す
る
す
ぐ
れ
た
研
究
者
を
育
て
、
こ
の
功
績
は
目
立

た
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
特
に
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

　
先
生
は
、
東
京
教
育
大
学
定
年
退
官
後
に
も
国
学
院
大
学
に
お

い
て
活
躍
し
、
特
に
同
栃
木
短
期
大
学
で
は
初
代
初
等
教
育
科
長

と
な
り
、
主
に
小
学
校
教
師
の
養
成
に
お
い
て
実
践
的
経
験
を
加

え
た
指
導
に
工
夫
を
重
ね
て
、
教
師
教
育
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が

大
き
か
っ
た
。

　
先
生
は
、
教
育
の
実
践
を
基
盤
に
し
て
早
く
か
ら
教
育
学
の
研

究
に
従
事
し
、
特
に
教
育
方
法
学
の
研
究
に
大
き
く
貢
献
し
、
日
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本
教
育
方
法
学
会
及
び
日
本
視
聴
覚
教
育
学
会
の
理
事
を
勤
め
、

功
績
を
残
し
た
。

　
先
生
は
、
教
育
学
研
究
の
面
で
は
次
の
三
つ
の
こ
と
に
お
い
て

強
い
貢
献
を
果
た
し
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
は
、
教
育

の
社
会
的
背
景
に
早
く
か
ら
着
眼
し
、
教
育
現
象
の
社
会
学
的
実

証
的
な
研
究
に
寄
与
し
た
こ
と
で
あ
る
。
教
育
学
研
究
に
お
い
て

は
長
い
間
哲
学
的
、
解
釈
学
的
研
究
が
主
流
を
占
め
、
教
育
学
の

規
範
的
、
思
弁
的
傾
向
が
強
か
っ
た
。
先
生
は
早
く
か
ら
教
育
の

社
会
的
影
響
に
着
眼
し
、
そ
れ
を
社
会
学
的
観
点
か
ら
実
証
的
に

研
究
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
昭
和
二
十
五
年
■
農
村
社
会
の
教
育
』

を
著
し
、
昭
和
二
十
六
年
「
漁
村
及
び
農
村
中
学
校
の
長
期
欠
席

児
童
に
つ
い
て
」
、
昭
和
二
十
七
年
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ソ
ッ
ド

成
立
の
社
会
的
背
景
」
な
ど
多
く
の
す
ぐ
れ
た
論
文
を
発
表
し
、

我
が
国
の
教
育
学
研
究
に
新
し
い
視
点
を
示
し
て
、
研
究
を
飛
躍

さ
せ
る
契
機
を
与
え
た
。

　
第
二
は
、
我
が
国
の
戦
後
の
新
教
育
の
展
開
に
お
い
て
学
習
指

導
の
研
究
を
進
め
て
、
そ
の
真
の
方
向
づ
け
と
具
体
的
方
策
を
示

し
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
点
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
同
人
は
、

教
育
方
法
学
の
研
究
を
進
め
、
我
が
国
の
戦
後
の
新
し
い
教
育
を

支
え
方
向
づ
け
た
学
習
指
導
の
理
論
に
対
し
て
広
い
視
野
と
深
い

眼
力
で
批
判
を
加
え
て
、
単
に
新
し
い
の
で
は
な
く
て
真
実
の
、

学
習
指
導
の
あ
り
方
を
求
め
て
、
そ
の
具
体
的
指
針
を
示
し
た
。

こ
れ
は
昭
和
二
十
七
年
『
学
習
の
指
導
し
、
昭
和
三
十
一
年
『
学

習
指
導
－
新
教
育
の
改
善
の
た
め
に
』
な
ど
の
著
作
に
示
さ
れ

る
。
こ
れ
ら
は
新
教
育
の
思
想
の
浅
薄
で
一
面
的
な
理
解
と
実
践

に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
我
が
国
の
教
育
界
の
実
際
に
強
い
影
響
を
及

ぼ
し
た
。
こ
の
功
績
も
極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

　
第
三
は
、
教
育
方
法
学
の
科
学
的
基
盤
を
確
実
に
し
、
そ
の
質

を
高
め
る
た
め
に
、
そ
の
基
礎
的
研
究
を
進
め
、
教
育
方
法
学
の

地
味
で
は
あ
る
が
着
実
な
進
歩
に
理
論
的
な
貢
献
を
し
た
こ
と
で

あ
る
6
こ
れ
は
、
今
世
紀
前
半
に
活
躍
し
た
ド
イ
ツ
の
教
育
学
者

で
あ
る
エ
ッ
ガ
i
ス
ド
ル
フ
ァ
ー
の
青
少
年
陶
冶
の
理
論
の
徹
底

し
た
研
究
で
あ
る
。
直
観
の
原
理
と
視
聴
覚
教
育
、
総
合
生
活
の

原
理
と
理
念
的
統
合
、
真
理
と
価
値
の
原
理
、
郷
土
教
育
の
原
理

な
ど
の
学
術
論
文
を
学
会
誌
等
に
発
表
し
、
こ
の
研
究
の
一
環
と

し
て
昭
和
五
十
五
年
「
青
少
年
陶
冶
－
授
業
の
一
般
理
論
」
と

い
う
大
き
な
訳
書
も
著
七
て
い
る
。
こ
の
研
究
業
績
は
、
注
目
さ

れ
、
高
く
評
価
さ
れ
、
西
ド
イ
ツ
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　
国
家
と
社
会
の
発
展
に
と
っ
て
教
育
の
果
た
す
役
割
は
い
ち
じ

る
し
く
大
き
な
も
の
で
あ
る
が
、
以
上
の
よ
う
に
、
先
生
の
業
績

は
、
師
範
学
校
や
大
学
の
教
育
学
の
研
究
と
こ
れ
に
基
づ
く
教
育

を
通
し
て
多
数
の
教
育
界
を
指
導
す
る
人
材
を
育
て
た
こ
と
、
及
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び
教
育
方
法
学
の
基
礎
的
研
究
に
新
し
い
開
拓
を
し
て
そ
れ
を
拡

充
す
る
と
共
に
、
我
が
国
の
教
育
界
に
幾
多
の
影
響
を
与
え
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
国
家
と
社
会
に
多
大
の
貢
献
を
し
た
も
の
と
評
価

さ
れ
る
。
こ
の
功
績
の
た
め
に
、
先
生
は
「
従
四
位
勲
三
等
瑞
宝

章
」
を
授
与
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
谷
川
　
栄
）

と
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